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PM分野におけるAI環境の変化とWG2「AI4PM」の活動成果
2020年発足当初のAI環境

• 世間のAIへの認知は低い
• 一部のAI除き実用的なAIが少なく、PM
に使えそうなAIがない

• AIに対する過剰な期待

2025年現在のAI環境
• 世間のAIへの認知は向上
• チャットボット、タスクのトラッキン
グ等、AIの進化

• 生成AIの劇的進化
• PM領域のAIレベル定義を公表
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AI4PM活動の成果【 2020年～2024年】
 PM領域における共通フレームとしての分
野のAIレベル定義の提唱

 人材領域でのAIの適用の検討
 PMへAI適用するためのプロジェクトエン
ジニアリングの検討

AI環境の変化により新たな課題が発生
 AI開発への投資に対するリターンが少な
い（ように思われている）

 AIツールの適用の効果がわかりにくい
 セキュリティ等による制約
 PM分野のデータの準備状況が不十分
など、、、、
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各WG 202４年研究テーマ

AI4PM

AI for
Project Management

AIK4PM

AI Knowledge for
Project Managers

PMIJ Forum、およびスポンサー報告会にて広く対外へ発信

4 3 5
テーマ別に4つのサブグループで研究を
実施、月例会で共有

D0: AIプロジェクトの進め方
D1: 実用化〜実用化後の課題
D4: 機械学習の品質マネジメント
E5: AIPMBOK
（AIプロジェクト知識の体系化）

PM4AI

Project Management 
for AI

3つのサブグループに分かれて活動

全体：提供可能な情報の再整理
A: AIレベル定義の深化と認知向上
C:人材領域におけるAI適用の検討と
試行

D: プロジェクト・コモンデータモデル
forAIの整備

「AIを理解する3段階」を推進
1. 知る

・輪講
2. 理解する

・DeepLearning G検定勉強会
・Python勉強会

3. 使える
・AI実践
・最新AI動向調査
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2024年振り返り
①AI4PMとしてのステークホルダーへの情報提供が可能な内容の再整理

 積極的な外部配信とWG内へのフィードバック（フォーラム、リーダー会議、
やってみよう事例の配信）

② PM領域におけるAIレベル定義の深化とPM分野におけるAIの活用例の収集
 FAQ、英語版HPの公開、フォーラムでの発表

③ 人材領域におけるAI適用の検討と試行
 人材領域におけるAI適用の検討と試行の公表

④AI領域におけるプロジェクトコモンデータモデルについての検討
 2024年の検討成果の外部発表

達成事項：外部公表の増加（kickoff含めてHPにて６件、フォーラム発表、スポン
サー報告会での発表）

未達成事項：ショートサイクルでの公表
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2024年までの成果

AIレベル定義の普及に向けて、PMI日本支部
のHPにて公開。
https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/page-89/

・AIレベル定義V1.0
・AIレベル定義補足資料
を公開
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2024年成果（その１）

AIレベル定義の公表後のフォーラム等で
の質問をベースに、よくある質問と回答
をFAQとしてまとめ、 PMI日本支部の
HPにて公開。

https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/page-
89/page-208/
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2024年成果（その２）

現在の生成AI(ChatGPT,Copilot,Gemini,PMI
Infinity)について、生成AIのレベル定義、お
よび互いのAIレベルの定義を試行し、 PMI日
本支部のHPにて公開。
https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/page-246/

• PMI Infinityを除きAIレベル定義を正しく認識し、
各AIについて相互でAIレベルを定義可能

• PMI Infinityでは、日本支部の活動そのものが認識さ
れておらず、AIレベル定義を正しく認識不可

• Copilotは全般に高めの評価、ChatGPTは自身より
Gemini、PMI Infinityの評価が高い

• Geminiが一番妥当的な評価をしていると考えられる
7
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2024年成果（その３）

2024年日本フォーラムにて、PMIのCEOに
事例紹介したときに、英語版の公開の必要性
を痛感し、英語版のHPを作成。今後、公開
するコンテンツも英語版も作成していく予定
https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/ai-level-
definitions-for-project-management/
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2024年成果（その４）

人材領域におけるAI適用の検討の一
例として、生成AIの比較を行い、
PMI日本支部のHPにて公開。
https://www.pmi-

japan.org/aiatworkcommunity/page-
217/

• PMI Infinityは、PMBOKの重要なプロセスか
らの回答と思われ、PMIらしい解答

• Copilot、Chat GPTはビジネススキルの必要性
に触れているが、PMI Infinityは触れていない。

• 実際には、PMBOKの領域だけでなく、ビジ
ネス、問題解決力等が必要であり、提示し
たシステムスコープを反映した３つの回答
ではChat GPTが適している

→現状ではPMI Infinityには課題が多い

9
AI@Work, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved.

https://www.pmi-japan.org/aiatworkcommunity/page-217/
https://www.pmi-japan.org/aiatworkcommunity/page-217/
https://www.pmi-japan.org/aiatworkcommunity/page-217/


2024年成果（その５）

プロジェクト・エンジニアリングのフレー
ムワークのAI適用における有効性検証とし
て、プロジェクト・エンジニアリングとAI
の研究成果を公表。
https://www.pmi-
japan.org/aiatworkcommunity/page-375/
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2024年振り返り（フォーラムでの反応）
全体的には高評価(93.8%)。AI領域におけるプロジェクトコモンデータモデルに
ついての検討への興味が高い。マイナスのコメントの中には見るべき意見も多い。

• ＡＩレベル定義は使い物になるか？
• 何故それを検討しているのかが伝わりづらく、
部外者には内容が把握しづらかった。

• あくまで研究目的で実務的ではないと感じた。
• 消化不足
• 内容も本当に実現できるの？というようなもの
も少なくなかった。

• 成果がでなかった説明や、こうしたいという思
いは伝わったが正直得るものは少なかった。

2025年は、現在の研究に加え、現在のプロジェ
クト・マネジャーが利用可能な情報の提供のよ
うなより実務的な情報の提供も進めていく AI@Work, PMI Japan 2025 - Copyright and all rights reserved.

大変良かった 良かった 良くなかった 全く良くなかった



2025年のAI4PMの活動方針

プロジェクトマネジメントを最適化するために、
AI技術の適用方法を研究する。
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1. AIの最新状況の共有とワークショップによる情報共有(WG2全体)
2. AIレベル定義を軸としたフレームワーク整備【継続】
3. グローバル調査とAIレベル定義の整備【新規】
4. プロジェクト型組織の課題解決へのAI適用【継続】
5. PJマネジメントに関するAIデータモデルの仮説検証【継続】

AI4PM(WG2)の全体目的

2025年活動の具体的な内容
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１st．
フレームワーク作成

２nd．
ツール作成

３rd．
活動の継続・事例作成

2024年度振返り（1～3月）
• AIレベル定義とソリューション
を評価する内容

AI導入・運用に向けたフレー
ムワーク作り（4～6月）
• プロジェクトマネジメントにAI
導入・運用に必要な内容の整備

プロジェクト計画 （7～8月）
• 4月～6月で作成したフレーム
ワークを活用して、プロジェク
トを計画

ツール作成（9～12月）
• プロジェクトマネジメント領域
におけるAIレベル定義とソリュ
ーション検討を活かしたツール
作成を実施

• 継続的なフレームワークや
ベネフィットの共有。

• 継続的な評価と改良
• 新たなプロジェクトとして
事例作成

AIレベル定義を軸と
したAI導入・運用に
向けたフレームワー
ク作り

2025年のSub A:「AI-PM推進研究グループ」の活動内容
→2026年以降



Sub A：AI-PM推進研究グループ

価値ある仕事へ価値の少ない仕事 適切なAIシステム

ビジョン
プロジェクト・マネジャーがAIを活用してプロジェクトマネジメントを効率化・高
度化できる環境を構築し、その成果を通じて持続可能な価値と革新を創出する。

2025年度の目標
Sub Aを1つのプロジェクトとして位置付け、プロジェクト領域におけるAIレベル
の定義を軸にプロジェクトマネジメント用のツールを作成する。そこから得られた
結果を基にAI導入を検討し、ベネフィットやフレームワークを共有する。
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１st．
グローバル調査

２nd．
AIレベル定義の整備

３rd．
2025年度活動の更新

2024年公表のグローバル
のレポート等をベースに、
グローバルの状況を調査
する。

1st.の調査結果をもとに、
AIレベル定義を整備(主と
更新作業)を行う。また、
AIレベル定義普及に向け
た検討を実施する。

上期に前年度のグローバ
ル調査、下期に調査結果
をもとにしたAIレベル定
義整備を実施する。

グローバル調査
AIレベル定義の整備
を軸に活動する

2025年のSub B:「グローバル調査とAIレベル定義の整備」の活動内容
→2026年以降



Sub B:「グローバル調査とAIレベル定義の整備」の活動内容
グローバルの研究とWG2の研究を比較検討し、WG2活動に反映
 活動１：グローバルの調査

 「Artificial Intelligence and Project Management – A Global Chapter-
Led Survey 2024」とPMIの「Artificial Intelligence in Project Managem
ent」をベースに、グローバルの調査結果を理解し、AI4PMに適用可能な事
例をまとめる。
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 活動２：AIレベル定義の整備
 活動１の調査および2024年のWG2報告結果をもとに、AIレベル定義の整備
（主に更新やレベル４以降の検討）を実施する。

 活動３：プロジェクト・マネジャーに向けた情報発信
 プロジェクト・マネジャーが現在のAIを利用するための指針を提供
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１st．
課題リスト、仮説設定

２nd．
AI試行、ガイド案作成

３rd．
AI活用ガイドライン発行、他

・「人材領域」に関する2024年の
生成AI試行結果のまとめ（～
2025/3）
・「組織運営」に関する、AIを活用
して取り組みたい課題のリストアッ
プと仮説設定（～2025/6）

・上期で設定した「組織運営」に関
する課題と仮説に対して、主に生
成AIを活用しての試行、結果検
証（～2025/12）
・「人材領域」「組織運営」上の課
題に対して、主に生成AIの活用で
取り組むことに対するガイド案の作
成（2025/10以降）

・プロジェクト型組織のお困りごと、
課題に対して、主に生成AIを活
用して取り組むことについてのガイ
ドライン発行（～2026/6）
・主にPMO組織をターゲットにした、
生成AI活用によるプロジェクト課
題解決の取り組みの検証実践や
トライアルの実施（2026/7以
降）

プロジェクト型組織の運
営課題へのAI活用

2025年のSub C:「プロジェクト型組織の課題解決へのAI適用」の活動内容
→2026年以降



SubC：プロジェクト型組織の課題解決へのAI適用
特定領域課題（人材、組織、PMO）へのAI活用研究
○「人材領域」へのAI活用（～2024） ： 下記検討モデルにおけるAI活用検証

○「プロジェクト組織」の課題に対するAI活用の検証（2025～）
・想定する課題・・・ １）コミュニケーション不足、２）不適切な人員配置、
３）組織のスコープ不明瞭、４）リスク管理が困難、５）不適切な予算管理

など

＜取り組んだテーマ（「生成AI」に対して情報提供を要求）＞
・プロジェクトマネジャーの育成計画
・プロジェクトマネジャー適正診断
・PMコンピテンシーの整理と評価（特定領域で検討）
・プロジェクト要員の募集
・プロジェクト計画の妥当性評価 など

＜主な評価＞
・そもそも論として、使える情報を引き出すには「生成AI」の特性も
見極めて、聞きたい内容を段階的に聞いていく必要がある
・使う「生成AI」のツールによっても得られる結果に内容差異がある
（現時点でPMIのInfinityは、まだまだといった印象）
・得られた結果については、個々の内容は妥当な内容だったが、
「人材領域」のお困りごと解決には、やはり人の情報判断が
不可欠であり、回答をそのまま活用できるレベルには至っていない
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１st．
Play Book作成 その1

２nd．
Play Book作成 その2

３rd．解説領域の拡大

PJマネジメントにAI適用する
ためのPJ-Eng概論
PJにAI適用するための原理と
プロンプト解説書（ Requi
rement、PBS、F-WBS）

PJにAI適用するための原理と
プロンプト解説書（リスク、
WP名寄せ）
AI活用のためのデータモデル
のまとめ→実施内容までのデ
ータモデルを考察・提言する

実行フェーズ（Controlフェー
ズ）におけるAIの実施
⇒実行状況を観察・洞察するAI
とは？（IoT的AI活用）
⇒ターゲットからずれてしまっ
た時の対処（演算＆変更提案）

2025年のSub D：「PJマネジメントに関するAIデータモデルの仮説検証」の活
動内容
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PJマネジメントに関する
AIデータモデルの仮説
検証

Play Bookらしく、初心者がたど
りやすい＆シンプルな資料の作成



PJマネジメントに関するAIデータモデルの仮説検証-検討-提起活動

7月のフォーラムの反応から、「使えるAIそのもの」ではなく、「実際にPJにAIを適用するための原理と、その方法論」を知りたい人が
多いと感じている。このため、25FYは、「PJマネジメントにAIを適用するための」のPlay Bookの整備を目標として活動する

やってみた
（局面１、２）

PJ-Engの概要

「PJマネジメントに
AI適用するための」

PJ-Eng概論

24FY 25FY～

Play Book

Play Bookを作ってみよう
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今のものをもう少し、システムズENGとして解説を深めたものとする
 プレイブックとして、理解しやすいすっきりした絵図にする
 「何に向けてやるのか？（Requirement）⇒何があればそれがかなうか？？

（What・Why?＝OKR）⇒ どうやってやるのか？（How・Why?）」の必要性で、
AI適用について誤解している人たちに理解を深めてもらう

Vol1 ”やってみた”より「Requirement ～何がしたいのか？～」を特定する
⇒概論（「好きに言う」から「フレームに沿って穴埋めする」）+プロンプト解説

Vol2 ”やってみた”より「PBS（Why⇒What） ～Product検討すべきことは何か？
～」
⇒概論（「皆が望みを汲んだ”家”というものを構成する要素を抽出する」「余った

Requirementを充てるべきPBSを特定する」）+プロンプト解説
Vol3 ”やってみた”より「F-WBS（Why⇒How） ～Productが成立するためにす
べきことは何か？～」
⇒概論（それを実現するには、何をする、どこでする）+プロンプト解説

Vol4 ”やってみた”より「リスク抽出～成立を阻むのは何？その確率は？～」
⇒概論（リスク対処するには、何をする、どこでする）+プロンプト解説



PJマネジメントに関するAIデータモデルの仮説検証-検討-提起活動

Requirement-SPEC
Requirement

入力UI

PBS-SPEC

Prompt
事例・作成

指針

WBS/Activity

When？Who？
などの条件・要

件
入力UI

FWBS-SPEC

Prompt
入力UI

Risk

PBS
入力UI

Risk
入力UI

Prompt
事例・作成

指針

Prompt
事例・作成

指針

Prompt
事例・作成

指針

工程別
実行指示書

“やってみた”の仮説からPJMにAIを適用するのによさそうなデータモデルを描いてみる

⇒PJ-Eng仮説検証をもとに、「PJマネジメントに対し、AIを活用するためのデータモデル」をまとめ上げる。（データモデルとツールと技
法をセットにまとめ上げる）

いよいよPJマネジメントに対し、AIを活用するためのデータモデルをまとめ上げる
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最後に

AI4PM(WG2)では参加者を随時募集しています。

プロジェクト・マネジメント分野へのAI適用について興味がある方
プロジェクト・マネジメント分野へのAI試行について興味がある方
AIレベル定義、プロジェクト型組織へのAI適用、コモンデータモデル検討に興味が
ある方

ぜひ、一度月例会に参加してみてください。

月例会：毎月第1火曜日or水曜日(TBD) 20：00～21：00（オンライン）
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